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 「西部石油株式会社 山口製油所新事務所棟」
 基本計画：AA建築設計工房 
 設計：大成建設一級建築士事務所
 施工：大成建設・宇部工業建設共同企業体
 「reA. bldg」
 設計：Kd plus archi.Lab.＋原設計一級建築士事務所
 施工：CSエンジニア
 「M A S S I V E」
 設計：マニエラ建築設計事務所
 施工：マイスターズ・ユニオン
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12 令和4年度 定時総会・式典、表彰式・
 創立70周年記念講演

18 記憶の建築
 「香川県庁舎」 1958年
 戦後復興の願いを刻む庁舎を見守って / 松隈 洋

大阪ここちエエ
写真  田籠哲也　文  牧野隆義

大阪市と和歌山市の凡そ中間に位置し、大阪湾を望
む愛されスポットを取り上げたい。
手前に広がる砂浜は南海本線樽井駅からほど近い
「タルイサザンビーチ」の愛称で親しまれている、りん
くう南浜海水浴場だ。美しい人工のビーチで、遊泳区
域外にウィンドサーフィン専用エリアが設けられ安全
にマリンスポーツを楽しめる。（2022年度シーズンは
閉鎖）
また、海岸に沿って奥に見える白い大理石の人工渚
は泉佐野市と田尻町、泉南市にまたがる「マーブル
ビーチ」と呼ばれる900ｍにも及ぶ海岸で、関空を背
景としたロマンチックなロケーションから「恋人の聖
地」に認定されている。なお、タルイサザンビーチと
共に「日本の夕陽百選」に選定され、カップルや家族
連れで賑わう観光名所となっている。
ここに至るまでを紹介したい。泉佐野市は関西国際
空港開港に伴い、りんくうタウンや大型ショッピング
モール、ホテル出店などの環境整備が進んだが、景
気低迷や地価下落などの影響から市の財政が厳し
くなり、2004年には財政非常事態宣言が発出され、
2008年には財政健全化団体となった。しかし、2010

年に策定した財政健全化計画に全力で取り組み、よ
うやく2015年度決算にて早期健全化団体から脱却
を遂げた。
近代的な手法で環境を整備する事で、都市部から直
ぐに海にアクセスできる貴重な憩いの場ができた。
だからこそ自然と共に持続できる環境を目指してい
ただきたい。

表紙の建築   「大阪商工信用金庫 新社屋」 2017年
第40回 大阪都市景観建築賞（大阪まちなみ賞）建築サイン・アート賞 受賞作品
設計：安藤忠雄建築研究所
施工：竹中工務店
撮影：安藤忠雄建築研究所
大阪商工信用金庫新社屋の敷地には、かつて東洋紡本町
ビルが建っており、その屋上には、建築家今井兼次による巨
大なレリーフ「糸車の幻想」があった。この貴重な作品を復
元保存し、歩行者も鑑賞できる2階レベルに設置すること
で、「都市の記憶」を活用した新たな風景の創造を試みた。



4 建築人 2022.07

Gallery 西部石油株式会社 山口製油所新事務所棟 基本計画：AA建築設計工房
設　　計：大成建設一級建築士事務所
施　　工：大成建設・宇部工業建設共同企業体

石油精製施設の事務所ビル。中国地方で古くから外壁材として使われ
ていた焼杉を、手仕事的な質感の残る杉板型枠化粧打放しコンクリー
トで再現し、周囲の景観になじむ質実剛健な外観とした。内部空間で
は施設内のプラントのモチーフを随所に取り込み、プラントで働く従業
員と事務所で働く従業員のエンゲージメントを高めることを意識した。
ロビーにある送油配管をイメージしたベンチや、1～4階にわたる吹抜階
段の壁面いっぱいに、施設内のシーンを取り込んだアートを設置するこ
とで、事務所で働く従業員もプラントを身近に感じられる。また、各所
に吹抜を設けることで空間が一体的につながり、シームレスな働き方を
誘発する。

建 築 主
所 在 地
用 途
竣 工
構造規模

敷地面積
建築面積
延床面積
室内アートワーク
写　　真

西部石油株式会社
山口県山陽小野田市
事務所
2022.02
RC造
地上4階
261,422.52㎡
2,067.09㎡
5,278.70㎡
コンパッソ
古川泰造

：
：
：
：
：

：
：
：
：
：
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Gallery reA. bldg 設計：Kd plus archi.Lab.＋原設計一級建築士事務所
施工：CSエンジニア

国の重要文化財である綿業会
館の東側に位置する、建築主
の本社が併設するオフィスビ
ルの計画である。外観は、目の
前にある歴史的建造物と調和
するように、レンガ調タイルと
シンプルなサッシワーク、コン
クリート打ち放し壁で構成して
いる。アプローチ空間は外部か
ら内部へつながる壁面は杉板
型枠のコンクリート打ち放し壁
とし、奥行き感と期待感を表現
している。物販店舗や飲食店
舗、会員制サロンそしてオフィ
スという様々な用途で構成さ
れた、賑わいのある建物となっ
ている。街並みとの調和を図り
ながら、街のランドマークとな
る建築を目指した。

大阪府大阪市
オフィスビル・
店舗
2019.03
RC造
地上10 階
86.69㎡
64.22㎡
494.58㎡
松村芳治

所 在 地
用 途

竣 工
構造規模

敷地面積
建築面積
延床面積
写　　真

：
：

：
：

：
：
：
：
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Gallery M A S S I V E 設計：マニエラ建築設計事務所
施工：マイスターズ・ユニオン

本敷地は北に六甲山、甲山を望む阪神間屈指の住宅地に位置する。北
を道路に面し、南西に向かって最大高低差6mの傾斜地であった。建物
形状は間口10m×奥行12.5mの総3階建ての上にペントハウスを設け
ている。六甲の山並みを一望するため道路側に開けた大開口サッシに
はアルミパネルにより1.1mの口の字のはね出しを設け、また東外壁とガ
レージには、表情の違う二種類の杉化粧型枠の凹凸感ある仕上げを採
用する事で、外観に陰影によるアクセントを与えている。構造はRCラー
メン構造を採用し、内部構造壁を減らす事で将来の可変性を持たせて
いる。今回クライアントの会社による自社施工であったが、設計と施工
が一本縄となり意欲的な作品となった。

兵庫県西宮市
専用住宅
2022.02
RC造
地上3階＋PH
400.00㎡
150.23㎡
418.79㎡
松村芳治

所 在 地
用 途
竣 工
構造規模

敷地面積
建築面積
延床面積
写　　真

：
：
：
：

：
：
：
：



　公益社団法人大阪府建築士会は、会誌『建築人』を会員サービスの一環として毎月発行し
ています。発行部数は約3,000部で会員のほか、官公庁、大学、図書館、出版社、報道機関等
に頒布しています。この『建築人』では、毎号「Gallery」というコーナーを設けており、皆様の建
築作品を掲載しております。皆様の作品を本誌へ掲載しませんか？

1963年
1988年

2001年～
2002年
2008年～
2020年～

　Gallery掲載作品は自動的に大阪府建築士会が毎年表彰している『建築人賞』の候補とな
ります。（毎年１月号～12月号掲載作品）
　『建築人賞』は、これまで13回を数える賞で、個人の審査委員長により選考します。
2022年は昨年に引き続き、建築ジャーナリストの磯 達雄さんにお願いしています。
　賞には、「建築人賞」「建築人奨励賞」「建築人賞佳作」「建築人新人賞」があり、建築主、
設計者、施工者に賞状が贈られます。さらに『建築人賞』の設計者の方には、記念品が授与さ
れます。表彰は、5月（予定）に行われる建築士会の年次総会で表彰式を挙行しており、受賞さ
れる建築主、設計者、施工者の方に参加していただいております。

100,000円（1頁カラー）
＊① ： 初回割引　80,000円
（設計者および施工者が過去10年間、Galleryに掲載されていない場合）
＊② ： 若手初回割引　50,000円
（40歳以下で建築設計事務所を主宰されている方で＊①を満たす方）　　

■ 掲載費用

建築主、設計者、施工者、協力会社、
所在地、用途、竣工年、構造規模、
敷地面積、建築面積、延べ床面積

■ 掲載概要
写真4点程度
説明文章 ： 約300字程度

■ 掲載記事内容
埼玉県生まれ
名古屋大学工学部建築学科卒業
日経BP社入社『日経アーキテクチュア』編集部勤務（～1999年）
桑沢デザイン研究所非常勤講師
フリックスタジオ共同主宰（～2020年）
武蔵野美術大学造形学部芸術文化学科非常勤講師
Office Bunga共同主宰

佐久間 靖
1971 年 大阪府高槻市生まれ
1996 年 神戸学院大学 法学部 卒業
1997 年 株式会社 ロクレールプロダクショングラスアーティスト 三浦啓子氏に師事
2016 年 株式会社 Jiku Art Creation 作品制作に従事

記念盾　グラスアーティスト 佐久間 靖 作（左：建築人賞　右：建築人新人賞）
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動静レポート

会長動静

5/28 滋賀県建築士会総会
5/30 徳島県建築士会大規模災害鑑定協議
6/ 1 近畿建築士会協議会 IT連絡会
6/ 2 日本建築士会連合会理事会
6/ 7 大阪府収用委員会
6/ 9 日本建築材料協会 KENTEN表彰式
6/10 京都府建築士会総会
6/11 東京建築士会意見交換会
6/15 正副会長会議、理事会
6/17 安心・安全まちづくり協議会総会
6/20 大阪府収用委員会
6/21 日本建築士会連合会総会

 建築士登録機関等連絡協議会総会
6/22 大阪地方裁判所判事来会
6/23 大阪府建築設計協会総会
6/24 建設専門新聞社記者会見　

6月度　理事会報告

日時　6月 15日（水）16：00～ 19：00
場所　本会会議室
出席　理事 45/48名   監事 1/2名

（1） 入退会の承認
（人） 6月 入会 退会等
正 会 員 2,401 7 12
準 会 員 35 0 0
特準会員 25 0 0
賛助会員 139 1 0
計 2,600 8 12

（2） 会計報告
（円） 5月計 累計
収入 6,972,885 54,663,662
支出 13,155,950 23,445,446
差引 △ 6,183,065 31,218,216
上表の当期経常増減明細を承認しました。

（3）動画編集費用の設定
本会は、各種事業の立案から実施まで委
員によるボランティア活動で成立してい
るが、動画編集作業も一部特定の委員に
集中して負担を掛けているのが現状です。
建築情報委員会から、動画編集に至って
は特に撮影から編集まで技能を要する作
業と時間が伴うので一定の報酬を定めた

いという要望について、次の基本報酬を
定めることを承認しました。
•動画の録画及び編集作業
　編集後の時間換算　5,000円 /30分
•動画に音楽やコメント挿入の付加作業
　編集後の時間換算　10,000円 /30分
なお、当該報酬の支出は企画実施の委員
会によるものとします。

（4）理事分掌及び活動の会報誌掲載
建築情報委員会より、定時総会で選任さ
れた理事の分掌及び担当する活動内容を
会員に掲示すること、並びに研修会や見
学会等を中心にした各委員会の活動予定
を掲載して、これからの企画内容を会員
に周知することを承認しました。

（5）動画撮影と配信管理
IT促進委員会に動画撮影の依頼が集中し、
特定の個人が対応を迫られているのが現
状で、本会の IT化の促進を目指す目的か
ら各種事業の通信設備担当に偏重されて
いる側面があり、動画撮影等は担当委員
会で外注も視野に人員や費用計画を入念
に行なうよう要望がありました。
各種事業のサポートをする場合にも、準
備スケジュール等の情報提供や主導する
担当委員との打合せ等の事前連絡が必須
としました。
また、動画制作費用のルールとして、
Teams配信に係る公開方法や諸費用の予
算計画も重要としました。

（6） 大阪府ヘリテージマネージャー
　   協議会規程（案）
ヘリテージ委員会から示された現状に則
した変更案の他に、本会と協議会の関係
性が不明瞭、重要事項の位置づけ、改廃
等の判断の際に委員会と理事会が並列で
あること、また細則で総会定足数の 1/3
の妥当性、監査は会計状況だけでないこ
と、委員報酬の有無などについて指摘が
あり、承認は保留としました。

（7） 本会ビジョン 2025
2015年の策定の本会ビジョンを運営部門
会議で検討し、2025年に向けた改訂につ
いて承認しました。今後の本会活動の行

動指針として共有し、フォローアップと
評価・検証を行うこととしました。

（8） ウォーターフロント活性化提言
2019年に策定した在阪 4団体によるまち
づくり共同宣言のうち、ウォーターフロ
ント活性化について実際に動きだした淀
川河川敷事業に着目し、大阪・関西万博
も視野に、公民の連携で具体化を図る提
言書を承認しました。
7月 1日の 70周年記念シンポジウムで水
都大阪の未来を語るために活用します。

大阪府建築士会　ビジョン 2025

【建築で人と人をつなぎ、新たな価値を共
に創り出す】を新たなテーマとしました。
ビジョンの目的と理念では SDGsの具現
化ため、1.職業倫理の向上と次世代人材
の育成、国際化への対応や情報化、建設
DXの普及推進、2.カーボンニュートラル
に向けた省エネ、創エネに関する研修等
によるグリーン建築の普及促進、3.快適
でレジリエントなまちづくりのため、長
寿命な建築創り、人生 100年時代を支え
る子育て支援、生涯住宅に関する技術の
普及開発に尽力することとしました。
ビジョン達成のため、それぞれ 7つの基本
方針と具体的な取組み内容をまとめました。
ビジョンの内容は本会HPをご覧ください。

持続可能なウォーターフロント活性化提言

SDGsに掲げられている「経済」「社会」「環
境」のバランスに基づき、おおさかウォー
ターフロントを取り巻く状況、活性化提
案とその事例をもとに、事業実現に向け
た仕組みづくり・規制改革・環境境整備
の提案を行いました。
具体的には <Cross the Border>境界を越
えた連携、<Regulatory Reform>未来の具
現化から導かれる規制改革と新たな枠組
み構築、<Activity Funds>初期段階からの
官民連携と活動資金の確保の 3つを提言
として取りまとめました。
提言書の内容は本会 HPをご覧ください。

本会は運営、研修、事業、建築表彰、建築情報、社会貢献の6つの部門により活動しています。
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動静レポートTopics

積立金不足もよくある相談
「管理会社が大規模修繕工事を進めるが積
立金が不足していることがわかっている。
借り入れしても良いのか?」という相談があ
る一方、タイル補修と絡めて資金が不足す
る相談も多いです。「2009年竣工の30戸。
管理会社から大規模修繕の提案を受けた。
修繕費用6300万円とのことだが、積立金
が3300万円しかない。竣工後タイル落下が
あり大規模修繕は必要だと思っている。ど
うしたらよいか?」
技術的な問題解決だけではすまない
大規模修繕工事やタイルの浮き補修など建
築技術的な解決は、建築士が通常業務とし
て対処できますが、積立金不足や管理会社
との問題、理事・修繕委員会・コンサルタ
ントなど様々な人の思惑が輻輳する問題を
多角的に解決するのは大変です。来月もマ
ンションの相談をご紹介します。

『聖徳太子と四天王寺』講演と見学会  第三回  四天王寺の仏像を観る～仏像鑑賞の手引きとして～
日程：令和4年5月19日（木）
会場：四天王寺  本坊  安養殿
参加者：38名 一本久次（理事）

目にする機会が少なかったであろう高貴な仏
像群、極楽浄土へ続く幻想的な西門に沈む
夕日のお話等を見聞きして「信仰」に思いを
はせる人々の気持ちに触れた気がしました。
大阪人には親しみ深い「四天王寺さん」その
存在の大きさを知ることができた講演会で
あったと思います。

聖徳太子1400年御聖忌に寄せた今回の企
画、12月より3回シリーズで開催した「聖徳
太子と四天王寺」講演会も今回が最終回とな
りました。「建築」の分野からではなく「文化」
という面を切り口にした今回の企画は「信
仰」について初めて触れることも多く興味を
そそる講演会となりました。コロナ禍にあっ
て開催には不安もありましたが見学も含め
対面で実施できたことは幸いでありました。
第1回では四天王寺の歴史、太子の功績につ
いての講演で、中でも特権階級の官寺が多
い時代にあって四天王寺は「四箇院」という
現在の社会福祉（医療、福祉、教育）の礎に
なるような制度を世に施し弱者救済を実践
してきた話には驚きました。この所以が現在
も多くの人が絶えることなく訪れる「四天王
寺さん」に受け継がれているように思います。
第2回では「四天王寺の宝物と信仰」につい

建築相談には分譲マンションの相談もたくさ
ん寄せられます。本会の社会貢献部門には
マンション維持管理支援委員会があります。
分譲マンションの相談は、マンション維持
管理支援委員会とも連携を取りながら対応
をしています。
大規模修繕について
やはり大規模修繕は定番の相談です。「11
階建て築48年の大阪市内の71戸。前回の
大規模修繕から15年経過しており、大規模
修繕工事のコンサルタントを探している」
は典型的な相談のひとつです。「築35年の
3回目の大規模修繕工事を迎える。管理会
社から国交省告示98号に基づいた報酬見
積が出てきた。以前は積み上げ見積であっ
たが、問題ないのか?」という相談もありま
した。このような相談は、コンサルタントの
選定方法や比較的技術よりな相談なので、
適切な回答はしやすいです。

ての講演で、幾度の戦火や災害にあっても
復興を成し遂げ、貴重な宝物や伝統が今に
守られてきた歴史や四天王寺信仰の根源と
なる太子信仰、浄土信仰、舎利信仰等につ
いて話を聞き「信仰」の奥深さを感じました。
第3回では「四天王寺ほかの仏像の鑑賞」を
テーマにした講演で、仏像の時代毎の製法
や技法を知ることができました。制作技法
の違いは仏像の制作年代を知る上で重要な
カギになっているとの話もありました。絵堂
では太子の生涯の壁画を鑑賞、解説を聞き
ましたが古今いつの時代もこの壁画（現在は
再建の絵堂、壁画）を見て太子の偉大さや尊
さを感じ取っていたかと思うと感慨深いもの
がありました。現在の中心伽藍は往事を忠
実に再現した建造物、伽藍とのことでした。
RC造で復元されたとはいえ創建当時の威厳
と荘厳さを今に伝えるその建造物群や昔は

タイル浮き、剥落に関して
こちらもよくある相談で、ちょうど1回目の
大規模修繕を考える頃に問題になることが
多いようです。「大規模修繕委員になった。
外壁タイルの浮き調査に資格は必要か?」と
いう相談がある一方で、「全25戸。管理会
社からタイルが落下しそうで危険と言われ
て管理会社に50万円で劣化診断を依頼。
20%前後の貼り替えが必要で4500万円の
見積が出て、管理会社で工事を行うが、実
際に工事をすると貼り替え面積が30%に
なり追加で2400万円必要といわれた。」と
いう深刻な相談も。「築13年。外壁タイル
の剥落と浮きを確認した。施工者に調査を
してもらった。数年前にも浮きがあったが、
当時のコンサルティング会社は調査の結果
問題ないと判断した。どうしたら良いか」な
どといった、1回の電話相談だけでは答えに
くい相談もあります。

建築相談室から（63）　分譲マンションの相談（1）
橋本頼幸（建築相談委員会幹事）
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Information

建築士会からのお知らせ

本会主催の講習会等では座席の離隔距離
確保等の新型コロナ感染防止対策を行いま
す。受講者におかれましてもマスク着用、手
指のアルコール消毒等のご協力をお願いし
ます。
感染状況によっては延期、中止となる場合が
ありますので、最新情報は本会HPでご確認
ください。本会以外の事業は主催者にお問
い合わせください。

既存建築物耐震診断等の
評価・評定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関
する法律」の改正に伴い、建築構造の学識
者や実務者で構成する「建築物耐震評価委
員会」を組織し、平成26年1月より建築物耐
震評価業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物
など、申込者が検討した建築物の耐震診断
及び耐震補強計画について、専門的観点の
もとに審査・審議を行い、妥当であると認め
る申込案件に対して評価書を交付します。
令和3年6月1日より、広域緊急交通路沿道
ブロック塀等耐震化促進事業（補助金）にお
ける耐震評価機関となりました。
スピーディな審査を心掛けておりますのでど
うぞご活用ください。
（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価　等
（対象建築物）
公共・民間等の建築種別、用途、規模、構
造種別は問いません。また、他府県の建
築物も対象としております。

（会員特典）
申込者又は診断等実施者が本会会員の場
合は、評価手数料の10％割引があります。

令和4年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）

7/6、9/2　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験
豊富なベテラン技術者の講師による解説と
映像で、実務に役立つ情報を提供いたしま
す。なお、監理技術者以外の建築士や技術
者の方も受講が可能です。日頃の工事監理
業務に役立ちますので、ぜひご受講ください。
日時　7/6（水）、9/2（金）　8：55～17：00
会場　本会会議室
定員　各回20名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページよ
　　　りお申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/toriku
mi/news/2015-07-28-2.html

大阪府知事指定講習
2022年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
8/3　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価
するのに対して、建物の強度だけでなく、減
衰性能も評価することができる診断法です。
この機会に限界耐力計算法の技術を修得さ
れ、今後の業務に活用されますようご案内い
たします。
日時　8/3（水）　9：30～16：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　40名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円

（大阪府木造住宅の限界耐力
計算による耐震診断・耐震改修
に関する簡易計算マニュアル）

※受講料及びテキスト代金は、事前にお振
込願います。その際振込手数料もご負担
願います。

大阪府知事指定講習
2022年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法》
10/12・12/14　CPD各5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けるこ
とができる技術者として名簿に掲載します。
（本講習は、国土交通大臣登録講習ではあり
ません。）
日程　①10/12（水）、②12/14（水）
時間　10：00～15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各40名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,300円

（2012年改訂版木造住宅の耐
震診断と補強方法）

※受講料及びテキスト代金は、事前にお振
込願います。その際振込手数料もご負担
願います。

令和4年度建築士定期講習
8/19、10/20、11/18、12/16、1/19、2/7、3/2
CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所
属するすべての建築士は3年以内ごとに定期
講習を受講しなければなりません。本年度は
平成31年度・令和元年度に本講習を受講さ
れた方や、建築士試験に合格された方が対
象となります。未受講者は懲戒処分の対象と
なりますので必ず年度内に受講してください。
▼対面講義
日程・会場・定員
※8/19（金） 大阪国際会議場 200名
　10/20（木） 大阪YMCA会館 100名
※2/7（火） 大阪YMCA会館 100名

▼DVD講義
日程・会場・定員
※11/18（金） 大阪府建築健保会館 50名
※12/16（金） 大阪府建築健保会館 50名
　1/19（木） 大阪府建築健保会館 50名
※3/2（木） 大阪府建築健保会館 50名
時間　9：15～17：00（各講習日共）
受講料　12,980円（消費税含。事前振込）
申込方法
申込用紙を建築技術教育普及センター
HPからダウンロードしてください。（平成
31年度・令和元年度受講者には、同セン
ターから直接申込書を郵送しています。）
ご記入後、大阪府建築士会事務局又は大
阪府建築士事務所協会事務局へ持参して
いただくか、簡易書留にて郵送してください。

受付場所（送付場所）
　※印の日程　　　大阪府建築士会事務局
　※印以外の日程　大阪府建築士事務所協　
　　　　　　　　 会事務局
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。
▼建築技術教育普及センターHP
https://www.jaeic.or.jp/koshuannai/teiki
koshu/kteiki/kt-koshujisshi2021.html

既存住宅状況調査技術者講習
新規講習8/25、10/27　CPD各5単位
更新講習2/22　CPD2単位

既存住宅状況調査は、登録機関の講習を修
了した建築士のみに認められる業務です。
ぜひ本講習で新たな業務の資格を取得して
ください。なお、2019年度に本講習を修了さ
れた方は本年度が有効期限となりますので、
更新講習をご受講ください。
▼新規講習（DVD）
日時　8/25（木）、10/27（木）
　　　9：30～17：00
会場　本会会議室
定員　20名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込21,450円
　　　　郵送申込22,000円
▼更新講習（DVD）
日時　2/22（水）　13：30～16：50
会場　本会会議室
定員　20名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込17,000円
　　　　郵送申込17,600円
▼申込　日本建築士会連合会ホームページ

よりお申込みください。上記以外に
オンライン講習も開催いたします。

第41回大阪都市景観建築賞募集
推薦期間7/1～7/31

美しく、個性と風格のあるまちの景観づくり
を進めていくために、周辺景観の向上に資
し、かつ、景観上優れた建物やまちなみを表
彰します。皆様から推薦いただいた建物や
建物を中心としたまちなみについて審査し、
賞が与えられます。
対象　大阪府域内の「建物」及び「建物を中

心としたまちなみ」
建物　平成29年8月1日から令和3年7月31

日までに完成したもの

建物を中心としたまちなみ
 令和3年7月31日までに完成したもの
審査委員
加藤精一
　（一社）大阪府建築士事務所協会理事
嶋 高宏　
　（一社）総合デザイナー協会代表理事
　兼 理事長
下村泰彦　
大阪公立大学大学院現代システム科学
研究科環境共生科学分野教授

寺地洋之
　（公社）大阪府建築士会特任顧問
中嶋節子
　京都大学大学院人間・環境学研究科教授
久 隆浩　
近畿大学総合社会学部総合社会学科教授

藤本英子
京都市立芸術大学美術学部デザイン科教授

牧野克也
　㈱産経新聞大阪本社編集局社会部長

受付期間　7/1（金）～7/31（日）
推薦方法

HP（http://osaka-machinami.jp/）から
推薦してください。設計者等の自薦の方
は、自薦専用書式をHPよりダウンロードし
て応募ください。

大阪府ヘリテージマネージャー協議会
建築士の会 いずみ野　共催
泉大津市
『浜街道まち歩きと歴史的まちなみ
の活用を考える』 
7/16　CPD4単位（予定）

紀州街道の海側に平行して走る「浜街道」
には、江戸時代以降の町家建築が多数残さ
れ、泉大津市の貴重な文化資産になってい
ます。工場を象徴するのこぎり屋根や虫籠
窓、鍾馗様が鎮座する屋根飾りなど貴重な
建築様式があちらこちらに見られ、伝統的
建造物群と、毛布発祥の地として住工が混
在する一種独特な歴史的景観をかもし出す
まちなみとなっています。
まち歩きは泉大津市文化財保護委員会のご
協力・ご案内で、普段は拝見できない歴史的
建造物の町家や工場遺構・寺院などの内部
の見学も予定しています。
日程　7/16（土）
12：50　集合　
13：00～15：00　浜街道まちあるき
15：15～16：15　大場修氏　講演
「泉大津の町並－町家から地場産業都市
を読み解く－」

16：15～16：45　泉大津市教育委員会奥野氏
　「浜街道の現状と活用について」
　及び意見交換
集合場所　南海線（空港線）泉大津駅1F
会場　泉大津市図書館シープラ多目的室
講師　大場　修（おおば おさむ）　
　　　立命館大学衣笠総合研究機構教授・　　
　　　京都府立大学名誉教授　
参加費　1,500円
定員　40名
※満席になりましたので、ただいまTELにて
キャンセル待ちを受付しています。
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。本会の事業はホームページから申込できます。 
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  http://www.aba-osakafu.or.jp/
メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

創立70周年記念講演（定時総会）
香山壽夫氏講演会動画配信

本会の令和4年度定時総会の香山壽夫氏記
念講演会の模様を、当日、ご欠席された会員
の皆様にもご視聴いただけるよう、本会会員
限定で希望者に動画URLを配信します。
テーマ　建築は、人と人をつなぐ、社会の言葉

̶ 美しく、大切に作りたい ̶
香山壽夫氏の主な作品 
・ロームシアター京都（2016） 
・東京大学伊藤国際学術センター（2011） 
・熊野本宮館（2009） 
・聖学院大学礼拝堂（2004） 
・天使の聖母 トラピスチヌ修道院 旅人の
聖堂（2001） 
・東京大学工学部一号館（1996） 
・彩の国さいたま芸術劇場（1994） 
・関川村歴史資料館（1994） 
・曽我平沢記念館（1991） 
・東大屋上増築（1974） 
・九州芸工大キャンパス（1970）
視聴期間　７/20（水）～7/29（金）予定
申込締切日　７/15（金）
申込　本会HPよりお申込ください。

高耐力接合金物＋構造計算が開く
「木造の新時代」の提案！「トラス
構造工場見学」
（木材の強度を最も効率的に発揮するのは
トラス構造）
8/27　CPD3単位（予定）

鉄骨造にかわる木造大空間の実現をテーマ
に、テックワンP3の自立フレーム架構/LVL
トラス構造についての解説座学、さらに大断
面構造用集成材と高耐力接合金物「テック
ワンP3+」による20mの片流屋根自立フレー
ム架構による40m×70mの工場とLVLトラ
スと2×4壁式構造による18m×36mの木
造倉庫を見学していただきます。
日時　8/27（土）　14：00～17：00　
会場　丹波篠山市民センター2Ｆ 催事場
　　　㈱岡本銘木店丹波篠山工場
講師　㈱飯野建築工房　
　　　　代表取締役　飯野高明　
　　　㈱木構造デザイン
　　　　代表取締役　福田浩史
　　　　取締役　松岡忠生
　　　㈱タツミ　角田和裕　
　　　住友林業㈱
　　　　木構造推進室　藤川光洋
定員　30名
参加費　会員1,000円　会員外1,500円

茶室について学ぶ
～近世数寄空間と煎茶室～
9/3　CPD2単位（予定）

茶室をテーマに、大阪電気通信大学教  矢ヶ
崎善太郎氏を講師に迎え、近世の数寄空間
と煎茶室についてお話しいただきます。
日時　9/3日（土）　15：00～17：00　
会場　本会東会議室

講師　矢ヶ崎善太郎　
参加費　会員1,500円　会員外2,000円
　　　　学生・本会新入会員（2020年以降
　　　　入会）無料
　　　　令和2・3年合格者会員 無料
　　　　令和2・3年合格者会員外1,500円
定員　40名

第64回建築士会全国大会
あきた大会 
10/14

今年の建築士会全国大会は、秋田で開催致
します。会員には大会登録料6,000円を補助
します。
テーマ　「建築」で挑戦！郷土のこれから
　　　　～け、け、けの秋田で まずかだれ～
期日　10/14（金）
会場　あきた芸術劇場ミルハス
　　　秋田市千秋明徳町2-52
※全国建築士フォーラム、全国ヘリテージ
マネージャーネットワーク協議会総会は
10/13（木）に実施。

※地域交流見学会（エクスカーション）は
10/15（土）に実施。

申込　建築士5月号P37の参加申込書に必
要事項をご記入の上、本会事務局に
7/15（金）までにご提出ください。

大会の詳細は「建築士5月号」をご覧ください。

行政からのお知らせ

EV充電設備の導入を支援する補
助金のご案内 

大阪府では「電気自動車用充電設備導入支
援補助金」の募集を開始しました。
本事業は、大阪府民が利用する駐車場に充
電設備の設置を促すことにより、電気自動車
（EV）等を利用しやすい環境を整えて普及
を促進することで、自動車から排出される二
酸化炭素の削減を目指しています。
■補助対象となる充電設備
経済産業省「クリーンエネルギー自動車・イン
フラ導入促進補助金」に基づくもののうち、「商
業施設及び宿泊施設等への充電設備設置事
業（目的地充電）」の交付決定をうけたもの

※府補助額は、充電設備購入費に係る国補
助額の二分の一です。

※工事費は府補助金の補助対象外ですが、
国補助金で対象となります。

■補助対象となる施設の例
商業施設・宿泊施設・遊戯施設・観光施
設・公共施設・飲食施設の利用者が使用
する駐車場、時間貸し駐車場（個人宅や
従業員専用駐車場等、特定の利用者しか
利用できない駐車場は対象外です）

■申請受付期間　11/11（金）まで
■詳細は、下記URLにてご確
認ください。
URL：https://www.pref.osa
ka.lg.jp/eneseisaku/juuden/

その他のお知らせ

被災建築物の応急危険度判定（養
成）講習会 
8/23、10/21、12/19、2/14　CPD各3単位

地震等により被災した建築物の余震等によ
る倒壊、部材の落下等から生じる二次災害
を防止するため、被災建築物の応急危険度
判定を行う大阪府被災建築物応急危険度
判定士を養成する講習会です。
日程　8/23（火）、10/21（金）、12/19（月）、
　　　2/14（火）
時間　受付12：30～、講習13：10～17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　各回80～150名
　　　（新型コロナウイルス感染状況により調整）
受講資格　大阪府内在住または在勤の一

級建築士、二級建築士、木造建
築士並びに建築基準適合判定
資格者及び特定建築物調査員

受講料　無料
テキスト代　1,600円（税込）
申込・問合　一般財団法人大阪建築防災セ
　　　　　  ンター企画耐震部
　　　　　  Tel.06-6942-0190

京都工芸繊維大学大学院建築都市保存再
生学コース
保存再生学シンポジウム 2022 第1回
歴史的建築物の保存再生デザイ
ンを担う人材育成を考える
7/9

建築を専門とする社会人が、多くの専門家に
よる講義や実習を通じて、歴史的建築物の
保存再生や改修についての基本的理念・技
術を実践的に学ぶ講座です。
京都工芸繊維大学では、2015年度より大学
院に「建築都市保存再生学コース」を設置し、
2020年度より建築士資格を持つ社会人向け
講座「ヘリテージ・アーキテクト養成講座」を
開始しました。東京理科大学では、2021年度
より保存活用のデザインのあり方を学ぶ「ヘ
リテージ・デザイン実践講座」を社会人等を
対象とした大学院設計スタジオとして開設し
ています。また日本建築家協会では、文化庁
が提言した「文化財ドクター派遣事業」の参
加資格としての講座として「JIA文化財修復
塾」を2015年度に開始しています。
今回のシンポジウムでは、上記3つの講座を
担う方々をお招きし、それぞれの取り組みを
ご紹介いただき、合わせて、現在我が国が直
面する歴史的建築物の保存再生や改修の人
材育成についての課題や、今後のあり方につ
いて座談会形式で話し合います。また国土
交通省および文化庁の担当官の方からコメ
ントをいただき、検討を深めたいと思います。
主催　京都工芸繊維大学大学院建築学専攻／

京都工芸繊維大学KYOTO Design Lab
日時　7/9（土）　13：30～17：00
会場　YouTubeによる配信/視聴ページの

URLはお申込みいただいた方にのみ
お伝えします。

※シンポジウム中の質問（チャットへの書き
込み）はご自身のGoogleアカウントへの
ログインが必要。

講師　田原幸夫（京都工芸繊維大学客員教授）
　　　鰺坂　徹（鹿児島大学教授）
　　　山名善之（東京理科大学教授）
コメンテーター
　国土交通省：亀元靖彦（国土交通省住宅局参

事官（建築企画担当）付課長補佐）
　文化庁：長尾充（文化庁文化資源活用課

主任文化財調査官）
定員　300名（要申込）
受講料　無料
申込　下記のURLにアクセスし予約専用

フォームからお申し込みください。
https://forms.gle/DicEvXwstTKGjMjy7
問合　martinez@kit.ac.jp（担当マルティネス）

第6回片岡安賞（日本建築協会論
考コンクール） 
10/31締切

（一社）日本建築協会では創立100周年を機
に、独自の事業として、いわゆる学術論文と
は一線を画す「論考」コンクールをスタート
させ、今年で第6回を迎えます。今回もチャ
レンジ精神あふれる果敢な応募を広く期待
しています。
募集テーマ
　「ジェンダー平等」が変える建築の未来像
「ジェンダー平等の達成」が拓く未来に向
けて、建築の分野はどのような形で貢献
できるのか。

建築関係者のみならず、テーマに関心がある
方々からの多数の応募を期待しています。
審査委員会
　委員長
　　髙田光雄（京都美術工芸大学教授、
　　　　　　  京都大学名誉教授）
　審査委員
　　倉方俊輔（大阪公立大学教授）
　　弘本由香里（大阪ガスネットワーク エネルギー・
　　　　　　　 文化研究所特任研究員）
応募条件
投稿料無料。応募者の国籍、年齢、所属
不問。応募論考は単著、共著不問。
応募論考は未発表のものに限る。ただし、
日本建築協会会誌「建築と社会」に掲載
された記事の改稿による論考は可。
使用言語は日本語に限る。質問不可。
受賞者は日本建築協会本会会員になること。

著作権・版権
著作権は応募者に帰属する。
ただし、日本建築協会にかかわる出版・印
刷においては、日本建築協会が自由に使
用することができるものとする。

執筆要領　文字数は6,000字程度
応募方法
必要事項を記入した応募用紙とともに担
当窓口へメール送付もしくはA4サイズに
印刷したものを郵送。応募用紙は日本建
築協会HPからダウンロード。

応募締切　10/31（月）（消印有効）
　　　　　（電子投稿の場合23：50）
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令和4年度 定時総会・式典、表彰式・創立70周年記念講演

部門 副会長 部門長 委員会 委員長 担当理事 主な活動概要

運　営 岡本会長 岡﨑　雅 運　営 ＊常設部門長で構成

・本会の運営全般 / 本会の発展に資する施策の立案・実施 / 総会・理事会の運営

・本会の財務全般 / 財政健全化策の検討・各委員会への実行指示と確認

・建築士試験業務 / 建築士登録等事務の運営管理 / 行政からの受託業務の拡大

・会員増強・会員動静管理 / 会員名簿の発行

研　修 上田茂久 横田友行
研　修

設計・設備・法令 吉村淳二
岩岸克浩 ・建築士法第22条の4第5項の規定に基づく研修会の実施

・耐震講習会・定期講習会等研修事業の実施

・CPD 単位取得及び専攻建築士のための研修事業の企画実施

・建築士会版監理講習の実施／・建築士のための基礎研修の実施（二級建築士研修）

松本俊哉

構造・施工 黒川宗範
永井　務

静　茂夫

制度推進 相原康隆 ・CPD・専攻建築士制度の運営及び推進 / 行政への制度導入の働きかけ

事　業 濵田　徹

徳岡浩二 記念行事 高原浩之
竹田敦子 ・70周年記念事業（2022年）、全国大会「大阪大会」（2025年）準備企画

・万博対応、福祉ディテール、浸水・耐水・耐風ディテール、医療福祉連携 等水谷　敢

田中克之

青年 中北　力
春岡須磨子 ・建築士法第22条の4第5項の規定に基づく研修会の実施　

・建築専門分野の技術研究及び成果報告・技術支援

・青年・女性・シニア会員勧誘活動
女性 曽我部千鶴美

シニアサロン 大附一彦 一本久次

賛助 田端寿美 ・賛助会員と連携した事業企画 ･ 実施

国際 河野　学 ・連合会、全国単位会、海外建築団体等との国内外における交流行事、記念事業等の企画・実施

建築表彰 中嶋節子 山隈直人 建築表彰 規工川和史 ・都市景観建築賞・大阪建築コンクール・公共建築設計コンクール・建築甲子園・学校表彰等の実施

建築情報 石貫方子
荻窪伸彦 建築情報 松下典央 ・会報誌の発行、HP 運営管理 / 社会への本会 PR・情報発信 / 広告取得

・電子建築士会戦略立案・実施 / 各委員会の活動情報とりまとめ / 会員のメールアドレス整備 / 情報武装化田鍋　 稔 IT 促進 小谷美樹

社会貢献 田中義久

芳村隆史
( 業務支援 )

耐震
　インスペクション 西野智子

・行政と連携した木造住宅耐震事業の推進

・建築士によるインスペクション制度の確立とインスペクターを養成及び業務化／関連団体との連携

建築相談
　住宅を設計する仲間達 田代加奈

嶽下康弘 ・消費者・建築士への支援を目的とした建築相談／空き家相談／住宅設計・建設の支援／相談事例の研修化

・建築紛争解決や鑑定に必要な専門知識をもつ人材の育成／関連団体との連携南　勝喜

マンション維持管理支援 神保　勲 ・マンションの維持管理に関する相談及び相談員の養成／大規模改修ディテールマニュアルの作成と展開

仙入　洋

（地域支援）

地域まちづくり
　地域
　防災
　まちづくり

萬川幹夫

辻井光憲
・市民を対象とした有益な建築活動の実施／地域活動を中心とした会員勧誘・退会者防止

・地元の市町村と建築士が地域に根ざした連携活動の展開（まちづくり・耐震・被災者支援等）

・行政に対する被災建築物応急度判定及び相談の支援 / 連絡ネットワークの構築 / 地震・水害・風害等の罹災証明の認定調査

・景観整備機構の運営／地域貢献活動センターの運営

藤江雅文

北野哲也

竹田雅彦

桑原宏明

ヘリテージ 所 　千夏 ・行政と連携した文化財の健全な保全・活用の推進及びヘリテージマネジャーの養成／歴史的建造物委員会

今年度の会務分掌 建築士会全体の活動と担当役員

　2022年5月18 日 午後2時よりKKR ホテル大阪にて、令和4年度の建築士会定時総会が執り行われました。受付前のロビーには、
「建築人賞」と「大阪建築コンクール」受賞作のパネルが展示され、参加者の雰囲気を盛り上げていました。総会は今年度の理事等
の役員および会務分掌が承認されました。下記の会務分掌表は、大阪府建築士会の活動概要と担当役員が示されたものです。会
員の皆さんも本会の活動に積極的なご参画のほどよろしくお願いいたします。 （建築情報部門長／荻窪伸彦）

会長挨拶総会風景

ロビー（「建築人賞」、「大阪建築コンクール」の作品展示）風景受付風景

定時総会
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令和4年度 定時総会・式典、表彰式・創立70周年記念講演

40年在籍会員 25年在籍会員 35年以上在籍賛助会員

大阪府知事賞（大丸心斎橋店本館）

大阪府知事賞（富田のコートハウス）

大阪府知事賞（三栄建設 鉄構事業本部新事務所）

渡辺節賞（みんか2020）

渡辺節賞（台地のFORTE）

建築人賞（タクマビル新館[研修センター]）

建築人賞奨励賞（ちえの森ちづ図書館）

建築人賞佳作（ANNEX TSUTENKAKU TOWER）

建築人賞佳作（姫路の家）

建築人賞（印南の廻楼）

建築人賞奨励賞（山芦屋の家）

建築人賞佳作（日本圧着端子製造 大阪技術センター別館）

建築人賞佳作（4棟の家）

「大阪建築コンクール」審査委員長・長坂 大 氏 「建築人賞」審査委員長・磯 達雄 氏

　式典では栄誉会員・永年会員・CPD制度の表彰および、「第65回 大阪建築コンクール」と「第14回 建築人賞」の発表および表彰が行
われました。「大阪建築コンクール」の審査委員長・長坂 大氏は、審査期間中に起こったロシアによるウクライナ侵攻に触れ「建築は人
間の生存に関わるものであることを忘れてはならないし、同時に人々の日常を彩るものであってほしい。」と述べられました。また「建築
人賞」の審査委員長・磯 達雄 氏はビデオレターにて、最終審査で現地審査を行い、建物のオーナーや管理者の方のご協力に感謝を述
べられました。（建築情報委員会／飯田英二）

式典・表彰式
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令和4年度 定時総会・式典、表彰式・創立70周年記念講演

天使の聖母トラピスチヌ修道院「キリストの降誕」の煉瓦 ※1

ロームシアター京都メインホール ※2

五泉市交流拠点複合施設 ※2

京都御苑 情報館 ※2

ロームシアター京都 ※2

会場の様子

　香山先生の物静かな口調で始まった講和は、会場の誰もが自然と先生の世界に引
き込まれ、温かく豊かな気持ちで満たされました。テーマの「建築は、人と人をつな
ぐ、社会の言葉」は、建築とは個人の自分勝手な感情表現でも芸術でもなく、人と人
を結ぶ「形の言葉」であり、みんなで創るものだと話されました。また、コロナ禍で人
が集まる事を制限されてきたこの時世において、人をつなぐ建築の大切さを改めて教
えられました。（建築情報委員会／松下典央）

ご講演をしていただいた香山壽夫 先生

先生が大切にされている言葉

講演テーマ「建築は、人と人をつなぐ、社会の言葉
－ 美しく、大切に作りたい －」

香山壽夫 氏　（東京大学 名誉教授 / 香山建築研究所 会長）　

記念講演

写真 … ※1 香山壽夫氏 提供　※2小川重雄氏 提供
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大阪府建築士会役員

建築設計事務所

暑中見舞2022

株式会社 長田建築事務所
大阪市中央区谷町９－５－２８

岡 本 森 廣

電子建築士会の実現！ 社会に尽くします。

株式会社　小河建築設計事務所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル６Ｆ）

柳 川 陽 文

大阪市北区豊崎４－１２－１０
株 式 会 社 昭 和 設 計

沼 田 　 亘

ひ と に や さ し く

株 式 会 社 徳 岡 設 計
TOKUOKA SEKKEI MYANMAR Co., LTD（YANGON）
大阪市中央区本町橋５番１４号

（オージービル本町橋３階）
大 阪 ・ 東 京 ・ 滋 賀 ・ 九 州

徳 岡 浩 二

2025関西大阪万博を共創しよう！

株式会社　能勢建築構造研究所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル）

横 田 友 行

暑中お見舞申し上げます

大 阪 市 北 区中 津１－１２－３
株式会社　上田茂久・建築設計工房

上 田 茂 久

安心安全・快適なモノづくりをめざす

株式会社 田中都市建築事務所
（TANATOSHI DESIGN NET）

大阪市中央区本町橋５－１４
ＯＺビル本町橋９０２

田 中 義 久

株 式 会 社 　 K＆Ｓ総 合 企 画
大阪市西区京町堀２－２－１

（スミタビル10Ｆ）

澤 本 侃一郎

川 田 啓 一
株式会社　アール・アイ・エー
大 阪 市 北 区 堂 山 町３－３

（日本生命梅田ビル）
株式会社　阿波設計事務所
大阪市浪速区元町2－2－12

夢 あ る 未 来 の 創 造

湯 浅 武 夫
株式会社　ＩＡＯ竹 田 設 計
大阪市西区西本町１－４－１

人、社会、地球環境との共生

金 峰 鐘 大

株式会社 浦 辺 設 計
大阪市中央区北浜２－１－２６

（北浜松岡ビル４Ｆ）

西 村 清 是 大 松 　 敦

株式会社 東畑建築事務所
大阪市中央区高麗橋２－６－１０

米 井 　 寛
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建材・設備会社 他

大阪本店

東京本店

大 阪 市 中 央 区 本 町 ４－１－１３
ＴＥＬ０６（６２５２）１２０１

東 京 都 江 東 区 新 砂 １－１－１
ＴＥＬ０３（６８１０）５０００

取締役社長 佐々木　正 人

関西支店：大阪市中央区南船場1-14-10  電話06（6265）4504
本　　社：東京都新宿区西新宿1-25-1  電話03（3348）1111

専務執行役員関西支店長 加賀田 健 司

キノウを超える、ミライへ。

大阪市北区中之島 3 - 2 - 4
中之島フェスティバルタワー・ウエスト

0 6 - 6 2 0 5 - 7 2 1 4

デジタルデータを多様な形で表現し、
お客様の未来を支援・サポートします。

株式会社　ディーネット
代表取締役　井　上　　務

〒550-0002 大阪市西区江戸堀 1－22－38　TEL.（06）6445－6888

会　長 池　田　隆　之

〒541-0052  大阪市中央区安土町1-7-20 新トヤマビル3階
ＴＥＬ06（6271）0175  ＦＡＸ06（6271）0177

一般社団法人

大阪空気調和衛生工業協会
一般

住まいに、人に、安心を。

大阪市中央区南船場四丁目４番３号 心斎橋東急ビル4階
電話番号  06-6253-0071

理事長　横小路　敏 弘

住宅相談・住宅情報提供・各種研修事業
住宅展示場の企画、運営
住宅性能評価機関・住宅保険取扱機関

建 設 会 社
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建材・設備会社 他

本部 〒550-0002 大阪市西区江戸堀1-4-23 撞木橋ビル4F
　　 TEL 06-6443-0345　FAX 06-6443-0348
支部 関東・中部・中国・四国・九州
https://www.kenzai.or.jp

会 長　松 本　 將

一般社団法人

上 谷　宏 二

学校法人　福田学園

FUKUDA GAKUEN

理事長
〒 ５３０－００４３　大阪市北区天満１－９－２７
ＴＥＬ ０６－６３５２－００９３　ＦＡＸ ０６－６３５２－５９９５
ＵＲＬ  ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ．ｆｕｋｕｄａ．ａｃ．ｊｐ

福　田　益　和
修成建設専門学校

理 事 長　山 下 裕 貴
〒555-0032 大阪市西淀川区大和田 5丁目 19 番 30 号

TEL.06－6474－1644

学校法人 修成学園

建築・インテリア・土木・造園
建設のすべては、修成で学ぶ

〒640-8225 和歌山市久保丁4丁目53番地
TEL.（073）431-4411

中和印刷紙器株式会社
since 1936

使える新サー
ビス

スマホと連動
した新しい商

材

新たな集客に中和印刷紙器㈱ マスコットキャラクター「チュウ太郎」

一度ためしてみて！一度ためしてみて！

中和のデザインQRコード

キューワ

たとえばこのような
ガチャでクーポン発行。
集客UPに！

新しいスマホ専用コンテンツ作成サービス！

スマホのカメラでアクセス！
アプリ不要！

中和印刷 検索
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二
〇
二
二
年
二
月
九
日
、丹
下
健
三
（
一
九

一
三
～
二
〇
〇
五
年
）
が
設
計
を
手
が
け
、

一
九
五
八
年
に
竣
工
し
た
香
川
県
庁
舎
が
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
戦
後

に
建
て
ら
れ
た
庁
舎
建
築
と
し
て
は
全
国

で
初
め
て
と
な
る
。
し
か
も
、
指
定
さ
れ

た
の
は
、
建
物
だ
け
で
は
な
い
。
同
じ
く

丹
下
の
設
計
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
庁
舎
南

庭
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
太
鼓
橋
や

石
灯
籠
、
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
や
木
製
の
長

椅
子
、
知
事
室
の
机
や
安
楽
椅
子
な
ど
、

五
七
点
の
家
具
類
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
県
庁
舎
に
は
、
私
事
な
が
ら
、
二
〇
一

三
年
に
設
置
さ
れ
た
保
存
・
耐
震
化
検
討

会
議
（
会
長
／
岡
田
恒
男
東
京
大
学
名
誉

教
授
）
と
続
く
耐
震
工
法
等
検
討
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
委
員
の
一
人
と
し
て
加
わ
り
、

工
事
中
も
含
め
九
年
近
く
見
守
っ
て
き
た

の
で
、
長
年
に
わ
た
る
関
係
者
の
尽
力
を

知
る
者
と
し
て
感
慨
深
い
。
何
よ
り
も
、

こ
の
指
定
を
誰
よ
り
も
喜
ば
れ
た
で
あ
ろ

う
二
人
の
故
人
の
顔
が
思
い
出
さ
れ
る
。

一
人
は
、
一
九
九
九
年
、
こ
の
県
庁
舎
の

歴
史
的
評
価
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
日
本

を
代
表
す
る
近
代
建
築
二
〇
選
を
選
ん
だ

DOCOM
OM

O

日
本
支
部
代
表
を
務
め
た

東
京
大
学
教
授
の
鈴
木
博
之
（
一
九
四
五

～
二
〇
一
四
年
）
で
あ
る
。
鈴
木
先
生
は
、

二
〇
一
三
年
に
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
開
催
さ
れ
た
生
誕
一
〇
〇
周
年
丹
下
健

三
展
の
際
、
大
病
を
患
う
中
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
も
登
壇
し
、
浜
田
恵
造
知
事
に

DOCOM
OM

O

選
定
プ
レ
ー
ト
を
贈
呈
す

る
。
一
方
で
、
こ
の
県
庁
舎
の
建
築
的
な

価
値
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
を
新

聞
に
寄
稿
し
て
い
た
。

「
丹
下
再
評
価
の
動
き
の
な
か
で
は
、
丹
下

デ
ザ
イ
ン
に
見
ら
れ
る
水
平
性
と
垂
直
性

の
組
み
合
わ
せ
が
、
日
本
建
築
の
柱
と
梁

の
構
成
に
通
じ
る
と
か
、
床
を
支
え
る
小

梁
の
表
現
が
軒
に
見
え
る
垂
木
を
思
わ
せ

る
と
い
っ
た
、
外
観
上
の
日
本
的
造
形
を

発
見
す
る
姿
勢
ば
か
り
が
目
立
つ
。
け
れ

ど
も
丹
下
の
思
考
の
根
底
に
は
、（
中
略
）

平
面
計
画
か
ら
発
す
る
設
計
の
発
想
が
あ

る
。（
中
略
）
香
川
県
庁
舎
も
、
平
面
構
成

に
大
き
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
県

庁
舎
事
務
棟
は
正
方
形
の
建
物
で
あ
る
が
、

内
部
は
縦
横
そ
れ
ぞ
れ
三
分
割
さ
れ
、
九

個
の
正
方
形
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
央
部
分
が
階
段
室
な
ど
に
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
平
面
構
成
は
近
代
的
な
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
の
定
石
だ
が
、
香
川
県
庁
舎

は
近
代
建
築
と
見
る
よ
り
も
、
日
本
の
伝

統
的
な
「
一
間
四
面
堂
」
の
形
式
と
見
る

べ
き
で
あ
る
。「
一
間
四
面
堂
」
と
は
、
四

本
の
柱
で
囲
わ
れ
た
正
方
形
の
建
物
の
四

周
に
、
ぐ
る
り
と
軒
を
張
り
出
し
た
形
式

の
建
物
の
こ
と
で
、
中
尊
寺
金
堂
な
ど
、

阿
弥
陀
堂
建
築
が
こ
の
形
式
を
も
つ
。（
中

略
）
丹
下
は
県
庁
舎
事
務
棟
を
一
間
四
面

堂
と
お
な
じ
平
面
構
成
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
完
全
な
空
間
構
成
の
建
築
を
実

現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。」（
鈴
木
博

之
「
近
代
建
築
に
込
め
た
超
越
性
」『
毎
日

新
聞
』
二
〇
一
三
年
九
月
一
〇
日
）

丹
下
の
建
築
思
想
の
核
心
を
突
く
重
要
な

指
摘
で
あ
り
、
文
面
か
ら
は
、
建
築
史
研

究
者
と
し
て
の
矜
持
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

亡
く
な
る
五
ヶ
月
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
も
う
一
人
は
、
丹
下
の
下
で
県

庁
舎
の
設
計
チ
ー
フ
を
務
め
、
現
場
常
駐

監
理
に
も
携
わ
っ
た
建
築
家
の
神
谷
宏
治

（
一
九
二
八
～
二
〇
一
四
年
）
で
あ
る
。
神

谷
先
生
も
ま
た
、
大
病
を
患
う
中
、
丹
下
展

の
実
行
委
員
会
の
総
括
委
員
と
し
て
尽
力

す
る
一
方
で
、
県
庁
舎
の
改
変
さ
れ
て
し

ま
っ
た
南
庭
の
復
元
に
向
け
た
実
務
的
な

助
言
を
営
繕
課
の
若
い
技
師
ら
に
行
う
な

ど
、
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
た
。
神
谷
先

生
が
い
な
か
っ
た
ら
、
丹
下
展
も
県
庁
舎
の

重
文
化
も
実
現
で
き
な
か
っ
た
に
違
い
な

い
。
そ
の
静
か
な
語
り
口
の
中
に
、
丹
下
に

対
す
る
敬
愛
の
念
と
彼
の
建
築
思
想
を
伝

え
よ
う
と
す
る
意
志
が
感
じ
ら
れ
た
。

実
は
、
筆
者
の
神
谷
先
生
と
の
交
流
は
わ

ず
か
五
年
弱
に
過
ぎ
な
い
。
二
〇
〇
九
年

の
春
、
丹
下
の
知
ら
れ
ざ
る
建
築
だ
っ
た

兵
庫
県
淡
路
島
の
戦
没
学
徒
記
念
若
人
の

広
場
（
一
九
六
七
年
）
の
将
来
が
危
う
い
、

と
の
情
報
が
、
地
元
在
住
の
写
真
家
の
山

田
脩
二
（
一
九
三
九
年
～
）
か
ら
編
集
者

の
平
良
敬
一
（
一
九
二
六
～
二
〇
二
〇
年
）

に
入
り
、
山
田
さ
ん
の
案
内
で
、『
住
宅
建

築
』の
編
集
者
ら
と
現
地
を
訪
ね
た
。
後
日
、

平
良
さ
ん
か
ら
、
前
年
に
戦
時
下
の
前
川

と
丹
下
の
こ
と
を
論
文
に
ま
と
め
た
の
だ

か
ら
、
こ
の
建
築
の
歴
史
的
意
味
に
つ
い

て
論
考
を
書
く
よ
う
に
と
求
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
設
計
チ
ー
フ
を
務
め
た
神
谷
先

生
を
紹
介
さ
れ
る
。
こ
の
初
対
面
の
印
象

が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
君
に
何
が
分
か
る
の

か
、
何
が
書
け
る
の
か
、
と
無
言
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
受
け
た
の
だ
。
幸
い
に
も
、
丹
下

事
務
所
の
協
力
を
得
て
設
計
原
図
を
閲
覧

し
、
設
計
担
当
者
の
奥
保
多
聞
氏
に
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
、
丹
下
自
身

の
判
断
に
よ
り
竣
工
時
に
発
表
を
差
し
控

え
た
こ
の
建
築
に
は
戦
争
を
巡
る
複
雑
な

政
治
的
状
況
が
暗
い
影
を
落
と
し
て
お
り
、

論
考
執
筆
に
苦
し
み
続
け
た
。
そ
れ
で
も
、

ひ
と
夏
を
費
や
し
て
ま
と
め
た
長
文
の
ゲ

ラ
を
読
ま
れ
た
神
谷
先
生
の
メ
ー
ル
に
は
、

「
私
の
心
に
響
く
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

も
し
こ
の
論
考
「
丹
下
健
三
と
記
念
碑
的

造
形
―
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
―
を
め

ぐ
っ
て
」（『
住
宅
建
築
』
二
〇
〇
九
年
十

二
月
号
、
拙
著
『
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
か

ら
遠
く
離
れ
て
』
み
す
ず
書
房
）
を
書
く

機
会
が
な
け
れ
ば
、
丹
下
展
に
も
香
川
県

庁
舎
に
も
関
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
全

く
の
奇
遇
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
県
庁
舎

の
保
存
と
耐
震
化
を
両
立
さ
せ
る
基
礎
免

振
構
法
を
提
言
し
た
岡
田
先
生
は
、
一
九

九
八
年
、
こ
の
構
法
を
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
エ
の
国
立
西
洋
美
術
館
で
初
め
て
試
み
、

鈴
木
先
生
と
共
に
、
世
界
遺
産
登
録
へ
の

道
筋
を
切
り
拓
い
た
立
役
者
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
県
庁
舎
の
重
文
化
へ
尽
力
し

た
人
々
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

共
有
さ
れ
て
い
た
の
は
、
戦
争
の
記
憶
と

平
和
へ
の
希
求
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
旧

制
広
島
高
校
出
身
の
丹
下
は
原
爆
で
旧
友

を
失
い
、
神
谷
は
東
京
大
空
襲
で
母
と
姉

と
弟
を
失
っ
た
。
山
田
は
幼
少
期
に
焦
土

と
化
し
た
西
宮
を
目
撃
す
る
。
そ
し
て
、

丹
下
に
設
計
を
依
頼
し
た
金
子
正
則
知
事

も
、
県
庁
舎
を
空
襲
に
よ
り
市
街
地
の
八

割
を
焼
失
さ
せ
た
高
松
の
戦
後
復
興
の
象

徴
に
し
た
い
と
願
っ
た
の
だ
。
そ
こ
に
有

名
無
名
の
た
く
さ
ん
の
人
々
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
。

一
階
ロ
ビ
ー
を
視
察
す
る
神
谷
宏
治
（
中
央
後
ろ
姿
）

二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
八
日
撮
影

耐
震
改
修
着
工
直
前
の
県
庁
舎
南
側
外
観

二
〇
一
七
年
七
月
二
一
日
撮
影

戦
後
復
興
の
願
い
を
刻
む
庁
舎
を
見
守
っ
て

香
川
県
庁
舎
　
一
九
五
八
年

文
・
写
真
＝
松
隈  
洋
［
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
］





建築家今井兼次によるレリーフ「糸車の幻想」

レリーフは復元保存され、2階レベルに設置。歩行者にも開放されている。


